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はじめに 
 ますます進展する高齢社会において、公的・実践的・当事者的視点から地域づくりの必要性が

叫ばれている。その端緒として地域通貨に着目した。高齢者が中心となって運営している点や研

究対象として十分な規模・歴史を有している等の理由で、千葉市中央区のある商店街を中心に流

通している地域通貨「ピーナッツ」を事例として取り上げた。実証的な先行研究はほとんどない。本

研究の目的は、地域通貨の運営を主導する高齢者にとって、それはどのような経験であるのかを

明らかにすることである。 
 
方法 
 分析対象者は、「ピーナッツ」の運営に深く関わっている中高齢者 8 名である。データ収集は半

構造化インタビューによって行った。研究上の倫理的配慮に関しては、口頭及び文書で説明し同

意を得た。分析方法は、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下、M-GTA）を採用した。

理由は以下の通りである。経験を言語化することを目的としているので、データの断片化を前提と

する方法は採用できないこと。M-GTA は質的研究において極めて重要な「研究をするのは誰か」

という問題に真摯に向き合っていること。M-GTA は研究の社会的意義を最重視していること、以

上 3 点である。高齢社会における地域づくりは理論的な議論で終わる問題ではないのである。 
 
結果 

 結果の概要であるストーリーラインを示す。「」は概念、[]はサブカテゴリー、【】はカテゴリーを表

す。以下、ストーリーライン。 
対象者の中高齢者たちは、「商店街への提案」「収益改善策の模索」といった【きっかけ】によっ

て、[地域貢献面での期待]と[実利面での期待]で構成される【ピーナッツを通して見えた地域づく

りへの希望的観測】をもった。しかし、このような【希望的観測】を持って「活動開始」するが、【一筋

縄ではいかない運営活動】に直面することになった。中でも、この活動の中心的な舞台であった商

店街の多くにみられた【多数派の否定的反応】に基づく「反ピーナッツアジテーションの展開」は障

害となったが、彼らは逆にそれを「対立という活動推進ブースター」として活動の促進に利用してい

た。更に【活動継続のための戦略】を採用することで、活動の担い手の高齢者は運営活動を継続

してきた。その結果、【獲得した経験的財産】を得ることになった。この【財産】には[積極的側面]と
[消極的側面]があり、例えば積極的側面には「メンバー間の交流のログ」「倒産回避」などが、消極

的側面には「出費の機会の増加」や「「人-人関係」拡大に対するアンビバレンス」などがあった。 
 
考察 
 地域づくりへ参加する高齢者という観点は一般的であるが、本研究は地域づくりを推進する主体

としての高齢者の経験を記述した点で意義がある。 
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